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一
　

は
じ
め
に

朱
元
茸
は
、
元
末
の
諸
叛
乱
を
討
平
し
、　
〓
壬
ハ
八
年
、
明
王
朝

を
建
設
し
て
元
朝
を
漢
北
に
駆
逐
し
た
。
こ
れ
以
後
、
西
南
少
数
民

族
居
住
地
域

も
、
明
の
支
配
領
域
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
西
南
少
数
民
族
は
各
地
の
有
力
者
＝
土
雷
の
も
と

に
自
律
的
秩
序
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
明
朝
は
、
こ
れ
ら
諸

地
域
を
支
配
す
る
に
あ
た

っ
て
、
支
配
基
盤
の
整
備
及
び
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
政
策
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ

け
雲
南
は
、
僻
遠
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
明
に
征
服
さ
れ
る
洪
武

一
四
２
五
年
ま
で
元
の
道
臣
梁
王
の
支
配
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ

ヤ
つ
居
住
者
の
圧
倒
的
多
数
が
少
数
民
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
支
配
の
困
難
性
が
予
測
さ
れ
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林
　
隆
　
夫

る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
明
初
の
雲
南
征
服
に
と
も
な
う
少
数
民
族
対
策
中
の

貴
州
水
西
宣
慰
使
司
を
含
む
、
雲
貴
川
交
界
地
域

へ
の
対
策
と
、
麓

川
軍
民
宣
慰
使
司
が
勢
力
を
有
し
た
雲
南
西
南
方
地
域

へ
の
対
策
と

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
ち
が
い
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
一　

明
初

の
貴
州
対
策

至
正
二
三

（
一
三
六
三
）
年
七
月
、
郡
陽
湖
の
戦
い
で
湖
広
に
拠

っ
た
陳
友
諒
に
勝
利
を
お
さ
め
た
朱
元
算
の
も
と
に
は
、
各
地
の
少

数
民
族
が
来
帰
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
動
向
の
中
で
、
貴
州
東

部
の
思
州

・
思
南
の
上
官
も
来
帰
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

「
大

祖
買
錬
』
巻

一
六
、
乙
巳

（
一
三
六
五
）
年
六
月
己
丑
の
傑
に
は
、

明
初
の
雲
貴
対
策

′i 、/」'
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置
思
南
宣
慰
使
司
。
思
南
宣
慰
使
田
仁
智
、
造
其
都
事
楊
球
末

帰
。

と
あ
り
、
同
年
七
月
乙
丑
の
僚
に
は
、

元
思
州
宣
撫
使
兼
湖
魔
行
省
左
丞
田
仁
厚
、
道
其
都
事
林
憲
高

戸
張
思
恩
、
末
献
鎮
元
古
州
軍
民
二
府
黎
川
却
水
常
寧
等
十
県

龍
泉
瑞
浜
沿
河
等
三
十
四
州
。
皆
其
所
守
地
也
。
於
是
命
改
宣

撫
司
鳥
思
南
鎮
西
等
左
宣
慰
使
司
、
以
仁
厚
鳥
宣
慰
使
。

（
と
銅
さ
れ
て
お
り
、
田
仁
智
及
び
田
仁
厚
の
末
帰
を
知
る
こ
と
が
で

きヽ
る
。

し
か
し
、
貴
州
に
お
い
て
思
南

・
思
州
の
如
く
早
期
に
朱
元
章
の

も
と
に
来
帰
し
た
上
官
は
特
異
な
例
で
、
多
く
は
洪
武
年
間
に
入

っ

て
か
ら
で
あ
る
。
「
明
史
』
地
理
志
及
び

『
太
祖
実
録
』
に
よ

っ
て

土
司
の
設
置
年
代
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
（賀
。

乙
巳

（
一
三
六
五
）
　

思
南
宣

慰
使
司
、
思
州
宣
慰
使
司

洪
武
二
年

（
一
三
六
九
）
　

鎮
遠
挨
洞
金
容
金
蓮
蟹
夷
長
宮
司

洪
武
三
年

（
一
三
七
〇
）
　

薄
換
蜃
夷
長
官
司
、
古
州
国
夷
長
官

司
、
新
化
蟹
夷
長
官
司
、
湖
耳
蜜
夷
長
官
司
、
亮
案
蜜
夷
長

官
司
、
欧
陽
蟹
夷
長
宮
司

洪
武
四
年

（
一
三
七

一
）
　

頂
管
長
宮
司
、
新
添
長
官
司

洪
武
五
年

（
一
三
七
二
）
　

虫貝
竹
長
官
司
、
金
筑
長
官
司
、
程
番

長
官
司
、
中
曹
蟹
夷
長
宮
司
、
方
番
長
官
司
、
臥
龍
長
官
司
、

龍
里
長
官
司
、
金
石
番
長
官
司
、
大
龍
番
長
官
司
、
底
案
長

官
司
、
羅
番
長
官
司
、
木
瓜
長
官
司
、
乖
西
蟹
夷
長
官
司
、

貴
州
宣
慰
使
司
、
養
龍
坑
長
官
司
、
水
東
長
官
司
、
八
舟
蟹

夷
長
官
司
、
偏
橋
長
官
司
、
施
乗
畳
夷
長
官
司
、
施
湊
長
官

司
、
国
羅
長
官
司
、
得
民
長
官
司
、
暁
除
長
官
司
、
陵
帯
長

官
司
、
却
水
長
官
司

洪
武
六
年

（
一
三
七
三
）
　

小
程
番
長
官
司
、
虚
番
長
宮
司
、
洪

番
長
官
司
、
小
龍
番
長
官
司
、
虚
山
長
宮
司
、
都
坪
義
異
浜

蟹
夷
長
宮
司

洪
武
七
年

（
一
三
七
四
）

麻
智
長
官
司
、
大
華
長
官
司
、
沿
河

佑
挨
長
官
司
、
平
頭
著
可
長
冨
司
、
龍
泉
坪
長
官
司
、
朗
深

蜜
夷
長
官
司
、
販
柵
畳
夷
長
冨
司
、
首
民
長
官
司
、
蟹
夷
長

官
司
、
黄
平
安
撫
司

洪
武

一
五
年

（
一
三
八
二
）
　

上
馬
橋
長
官
司
、
小
平
伏
長
官
司
、

把
平
柔
長
官
司
、
章
番
長
宮
司

洪
武

一
六
年

（
一
三
八
三
）
都
匂
長
官
司
、
邦
水
長
官
司
、
平
浪

長
官
司
、
平
州
六
洞
長
官
司
、
九
名
九
姓
閉
山
長
官
司
、
合

江
州
陳
蒙
爛
土
長
宮
司

洪
武

一
七
年

（
一
三
八
四
）
　

餘
慶
長
官
司
、
草
婚
安
撫
司

洪
武

一
九
年

（
一
三
八
六
）
　

慕
役
長
官
司
、
都
匂
安
撫
司
、

寧
谷
案
長
宮
司
、
大
平
伐
長
盲
司
、
康
佐
長
官
司
、
西
堡
長

宮
司
、
十
二
管
長
官
司

洪
武
二
二
年

（
一
三
八
九
）
　

平
定
長
官
司
、
清
平
長
官
司
、
珠

一- 84 -一- 85 -―

剖
長
宮
司
、
六
洞
長
官
司
、
横
抜
長
官
司

洪
武
二
三
年

（
一
三
九
〇
）
　

豊
寧
長
官
司

洪
武
二
四
年

（
一
二
九

一
）

架
平
長
官
司

洪
武
二
五
年

（
一
二
九
二
）
　

龍
里
霞
夷
長
官
司

洪
武
三
〇
年

（
一
三
九
七
）
　

丹
行
長
官
司
、
丹
平
長
官
司

年
代
不
明
　
　
一発
水
安
撫
司
、
楊
義
長
官
司
、
省
深
長
宮
司
、
提

挨
長
官
司
、
大
高
山
長
官
司
、
烏
羅
長
官
司
、
石
肝
長
官
司
、

葛
彩
葛
商
長
官
司
、
銅
仁
長
官
司
、
洪
州
泊
里
蟹
夷
長
官
司
、

曹
滴
洞
蟹
夷
長
官
司
、
西
山
陽
洞
蟹
夷
長
官
司
、
中
林
験
洞

蟹
夷
長
宮
司
、
福
離
永
徒
畳
夷
長
官
司
、
水
徳
江
長
官
司

こ
れ
よ
り
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
洪
武
五
年
以
降
土
司
の
設
置
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
、　
一
一
―
四
年
の
四
年
間
は
設
置
が
な
い
こ
と
、

一
五
年
以
降
ま
た
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
ぁ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
四
川
に
拠

っ
た
明
昇
討
伐
及
び
洪
武

一
四
年
―
五
年
の
雲
南

討
依
が
、
明
の
貴
州
に
対
す
る
勢
力
拡
大
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
う
る
。
土
司
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
行
政
組
織

・
軍
事
組

織
に
つ
い
て
み
る
と
、
洪
武

十
五
年
正
月
に
貴
州
都
指
揮
使
司
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
布
政
使
司
の
設
置
は
永
楽

十
二
年
二
月

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
貴
州
都
指
揮
使
司
の
も
と
に
組
織
さ
れ
て
い

た
行
の
設
置
も
洪
武
四
年
の
貴
州
衛
の
設
置
以
外
は
、
洪
武

一
五
年

以
降
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
雲
南
征
服
と
の
関
連
を
指
摘
し
う

る
の
で
あ
る
。

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

勢ル確陣炉Ｆ韓帥印卿藤却懐錦藤脚評節ヤあ（る額『諄柳駒厳

『
炎
徴
紀
聞
』
巻
三
、
蒼
香
伝
に
は
、

奢
香
者
貴
州
宣
慰
使
義
黎
之
妻
也
。
霧
黎
之
先
火
済
者
、
蜀
漢

時
左
丞
相
亮
刊
山
通
道
、
納
轟
獲
有
功
、
封
羅
旬
園
王
。
唐
阿

珊

・
宋
普
貴

・
元
阿
重
皆
以
歴
代
開
囲
時
、
納
土
襲
爵
、
居
水

西
坊
大
鬼
主
。
轟
黎
仕
元
四
川
行
省
左
丞
兼
順
元
宣
慰
使
。
洪

武
四
年
興
其
同
知
宋
欽
昴
附
。
高
皇
帝
嘉
之
、
以
義
黎
鳥
貴
州

宣
慰
使
、
欽
鳥
宣
慰
同
知
、
得
各
統
所
部
。
而
義
黎
兵
濁
強
盛
。

と
み
え
て
お
り
、
需
黎
の
先
祖
は
三
図
蜀
漢
の
諸
葛
孔
明
を
助
け
て

羅
旬
国
王
に
封
じ
ら
れ
て
か
ら
、
代
々
水
西
に
居
し
、
支
配
者
と
し

て
君
臨
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
ま
た

『讀
史
方
興
紀
要
』
巻

一
二

十
、
貴
陽
軍
民
府
の
條
に
は

貴
陽
演
南
之
門
戸
。
欲
得
演
南
、
未
有
不
先
従
事
貴
陽
。
自
演

南
而
東
出
貴
陽
。
其
必
争
之
地
也
。
蓋
應
援
要
途
控
臨
重
地
央
。

と
み
え
、
貴
州
宣
慰
使
司
の
お
か
れ
て
い
た
貴
陽
の
地
理
的
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た

『
太
祖
賃
録
』
巻

一
九
二
、
洪
武
二

十
年

七
月
丁
酉
の
傑
に
は
、

丁
酉
。
遣
使
齋
和
諭
征
南
将
軍
頴
囲
公
樽
友
徳
等
口
。
東
川
亡

部
諸
夷
、
種
類
難
異
、
而
其
始
皆
出
於
囃
螺
。
蕨
後
子
姓
蕃
術
、

各
立
殖
場
。
乃
異
其
名
、
口
東
川
、
鳥
撒
、
烏
蒙
、
亡
部
、
離

肇
、
水
西
。
無
事
則
互
起
争
端
、
有
事
則
相
角
救
援
。
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陸
均
抑
ぃ
申
帥

一
時
軸
い
韓
唯
と ，
理
卿
え ，
帥
嘩
奪
欺
却
雅
』
抑
碑
酬

諸
地
域
の
上
官
は
互
い
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
み
え
、
『
明

史
』
巻
三

一
一
、
四
川
土
司

一
に
は

先
是
、
烏
撒
興
永
寧
、
鳥
蒙
、
宕
益
、
水
西
諸
土
官
、
境
土
相

連
、
世
戚
親
厚
、
既
而
以
各
私
所
親
、
彼
此
盤
耐
…
…

と
あ
る
。
こ
の
た
め
、
明
が
雲
南
支
配
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
貴
州

水
西
宣
慰
使
謁
率
が
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
く
か
ら
こ
の
地

の
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
、
強
大
な
武
力
を
も
と
に
雲
南

へ
の
重
要

拠
点
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
福
率
の
動
向
は
、
こ
の
地

へ
の
勢
力
拡

大
を
は
か
る
明
朝
に
と

っ
て
も
、
出
自
を
同
じ
く
し
、
尚
か
つ
婚
姻

関
係
を
有
し
て
き
た
鳥
撒

・
束
川
等
の
諸
蛮
に
と

っ
て
も
注
目
の
的

で
あ

っ
た
。

洪
武

一
四
年
九
月
、
三
十
万
の
大
軍
を
も

っ
て
開
始
さ
れ
た
雲
南

討
伐
に
よ
っ
て
、
中
慶
に
拠

っ
た
梁
王
パ
ツ
ァ
ラ
ワ
ル
ミ
と
大
理
の

段
氏
が
降
服
す
る
と
、
南
部
の
車
里
、
西
南
部
の
麓
川
が
帰
属
し
、

明
は
洪
武

一
五
年
間
二
月
、
雲
南
全
土
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
こ
と

と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
太
祖
賃
鎌
』

巻

一
四
四
、　
洪
武

一
五
年

四
月
己
亥
の
係
に
、

己
亥
。
吉
安
侯
陸
仲
亨
遣
使
馳
奏
。
烏
撒
諸
畳
復
叛
。
上
和
論

征
南
指
軍
頴
川
侯
得
友
終

，
左
副
幣
軍
永
昌
侯
監
玉

・
右
副
精

軍
西
平
侯
沐
英
国
、
烏
撒
諸
国
伺
官
軍
散
虎
、
大
勢
不
合
、
故

有
此
愛
。

と
あ
る
如
く
、
烏
撤
で
叛
乱
が
発
生
す
る
。
叛
乱
に
は
、
烏
撒

・
烏

蒙

・
束
川

・
亡
部
の
諸
霞
が
結
集
、
同
年
七
月
ま
で
続
い
た
が
、
い

友
徳

・
沐
英
等
に
よ
っ
て
討
平
さ
れ
た
。
ま
た
洪
武

一
五
年
四
月
の

係
に
は
、（是

月
）
西
堡
畳
賊
寇
普
定
。
貴
州
衛
指
揮
同
知
顧
成
出
兵
撃

敗
之
。
時
征
南
将
軍
頴
川
侯
億
友
徳
道
成
守
普
定
。
倉
畳
賊

一

萬
五
千
餘
人
末
攻
城
甚
急
。
成
堅
壁
不
動
、
徐
侯
其
怠
、
指
兵

出
北
門
撃
之
。
賊
遂
敗
走
。

と
あ
り
、
西
堡
の
蟹
、　
一
高
五
千
人
が
普
定
を
冠
し
て
い
る
。
さ
ら

取す動瑚煎諏義聴翔範均為掟取頓線在中郵鵡い唯嚇鋤焼穀

り
、
雲
南
東
部
か
ら
四
川

・
貴
州
交
界
地

一
帯
は
洪
武

十
五
年
段
階

に
お
い
て
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
記
し
た
如
く
、
明
に
叛
乱
し
た
烏
撒

・
烏
蒙
と
水

西
と
は
婚
姻
関
係
を
有
し
、
か
つ
、
占
自
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ

と
な
ど
か
ら

「有
事
則
相
鳥
救
援
」
と
い
う
関
係
に
あ

っ
た
。

『
弁

山
堂
別
集
』
巻
八
七
、
詔
令
雑
考
三
、
洪
武

一
五
年
八
月

一
九
日
の

勅
に
よ
る
と
、

近
人
自
七
星
開
末
説
。
亡
部
　
烏
撒
二
左
蟹
人
、
責
夜
持
火
照

道
、
翌
家
蓋
逃
入
稲
黎
地
方
避
難
。
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と
あ
り
、
き
部

・
烏
撒
の
畳
人
が
、
叛
乱
の
た
め
覇
黎
の
地
に
逃
れ

た
の
わ
一知
り
う
る
。
ま
た

『
太
祖
賃
錬
』
巻

一
五
四
、
洪
武

十
六
年

六
月
己
亥
の
の
傑
に
は
、

己
亥
。
遣
使
和
諭
征
南
将
軍
頴
川
侯
得
友
徳
…
…
…
…
…
…
…

…
議
黎
所
属
阿
呂

・
雨
宗

「
群
瓦
莫
得

・
阿
胡

・
阿
遣
等
畳
、

嘗
助
烏
撒
殺
害
官
軍
者
。
…
…

と
あ
り
、
鳥
撒
の
叛
乱
に
さ
い
し
て
寝
黎
に
所
属
し
て
い
た
蟹
人
が
、

烏
撒
を
助
け
て
明
に
対
抗
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
水
西
が

諸
蛮
に
呼
応
し
て
起
乱
す
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、
水
西
の
動
向

い
か
ん
に
よ
っ
て
は
雲
南
が
孤
立
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
。
『
明
史
」

巻
三

一
六
、
貴
州
土
司
に
は
、

太
祖
於
平
演
詔
書
言
。
義
黎
之
輩
、
不
養
服
之
、
難
有
雲
南
不

能
守
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
明
朝
は
水
西
宣
慰
使
司
を
お
さ
え
こ
む
た
め
に
、
衛
の
設

置
を
検
討
す
る
。
『
弁
山
堂
別
集
」
巻
八
七
、　
詔
令
雑
考
三
、　
洪
武

一
五
年
八
月
二
九
日
の
敗
諭
に
は
、

差
去
舎
人
到
時
、
可
印
絡
藍
玉

，
費
発

・
呉
復

・
王

・
張

・
郭

三
都
督
幾
箇
領
軍
的
宮
徹

一
虎
、
捜
凸
殺
蜜
。
軍
勢
郵
大
、
蜜

人
地
方
窄
狭
、
可
以
給
獲
、
無
糧
虎
、
休
教
軍
守
。
止
於
赤
水

立

一
衛
、
畢
節
立

一
衛
、
七
星
開
立

一
衛
、
黒
張
逸
南
、
瓦
店

通
北
、
分
中
立

一
衛
。
如
是
分
布
守
定
、
往
末
雲
南
便
益
。
其

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

水
西
癌
黎
地
方
、
必
會
十
高
之
上
軍
敷
、
踏
蓋
了
然
後
方
是
平

定
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
赤
水

・
畢
節

も
七
星
関
等
に
衛
を
立
て
て
分

守
す
れ
ば
、
雲
南

へ
の
往
来
が
便
利
と
な
り
、
ま
た
十
高
の
兵
を
以

っ
て
需
率
の
地
も
平
定
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
結
果
洪
武

一
七
年
に

畢
節
衛
、
洪
武
二

一
年
、
赤
水
衛
、
七
星
関
守
禦
千
戸
所
が
そ
れ
ぞ

れ
設
置
さ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、　
懐
柔
策
も
と
ら
れ
て
い
く
。
フ
欠
徴

紀
聞
』
巻
三
、
蒼
香
伝
に
は
、

時
都
督
馬
鮮
鎮
守
貴
州
、
以
殺
致
偏
羅
夷
。
羅
夷
畏
之
、
城
馬

閥
王
。
認
率
死
、
蒼
香
代
立
。
嘩
欲
蓋
成
諸
羅
、
郡
縣
之
、
宮

蒼
香
有
小
罪
、
営
勘
。
痒
械
致
若
香
裸
撻
之
、
欲
以
激
怒
諸
羅
、

鳥
兵
舞
。
諸
羅
果
教
敦
欲
反
。
時
宋
欽
亦
死
。
其
妻
劉
氏
多
智
。

謂
奮
香
部
羅
国
。
無
詳
。
吾
鳥
汝
訴
天
子
。
天
子
不
索
、
反
未

晩
也
。
劉
氏
遂
随
馳
、
見
太
祖
白
事
。　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
）

と
あ
る
。
都
督
の
馬
嘩
は
改
土
帰
流
を
目
的
と
し
て
、
議
黎
の
死
を

機
に
蒼
香
を
は
ず
か
し
め
、
兵
端
を
開
か
ん
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
、
馬
摩
の
無
法
を
怒
っ
た

「諸
羅
」
は
叛
乱
に
た

と
う
と
す
る
が
、
水
東
の
貴
州
宣
慰
使
未
欽
の
妻
劉
氏
の
提
案
に
よ

り
、
太
祖

へ
の
提
訴
の
結
果
を
待
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
い

で
同
書
、
蒼
香
伝
に
は
、

大
祖
…
…
語
高
后
且
国
。
朕
回
知
馬
嘩
忠
潔
、
無
他
陽
。
第
何

惜
借

一
人
以
安

一
隅
也
。
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と
み
え
て
お
り
、
馬
嘩
と
ひ
き
か
え
に
水
西
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
も
し
水
西
で
明

へ
の
叛
乱
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
れ
で
な
く
て
も

食
料
に
不
足
を
き
た
し
、
周
囲
を
敵
＝
少
数
民
族
に
か
こ
ま
れ
て
い

る
征
討
軍
は
、
雲
南

へ
の
通
路
を
断
た
れ
、
出
口
を
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
朱
元
韓
は
、
馬
鮮
を
罪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
西
を
明

に
と
り
こ
み
、
あ
わ
せ
て
雲
南
支
配
の
展
望
を
、
こ
の
決
断
に
よ
り

開
い
た
の
で
あ

っ
た
。　
一
方
、
水
西
に
し
て
み
る
と
、
代
々
婚
姻
関

係
に
あ

っ
た
烏
撒

・
烏
蒙
の
諸
蛮
か
ら
は
な
れ
、
明
朝
に
依
存
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
自
己
の
勢
力
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
『
明
史
』
巻
三

十
六
、
貴
州
土
司
に
、

十
七
年
。
蒼
香
率
所
属
木
朝
、
井
訴
嘩
激
変
状
、
且
願
効
力
開

西
部
、
世
世
保
境
。
帝
悦
賜
香
錦
椅
珠
黎
如
意
冠
金
環
嚢
衣
。

而
召
嘩
還
、
罪
之
。
香
遂
開
偏
橋
水
東
、
以
達
鳥
蒙
鳥
撤
及
容

山
草
靖
諸
境
、
立
龍
場
九
駅
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
明
す
る
。
尚
、
こ
こ
に
い
う
、
烏
蒙

・
鳥
撒

咋中和串】球車中事（年とい”ヰ一仰十卵呻〕中昨並中一のって中れ

Ｚ
Ｏ
。と

こ
ろ
で
明
朝
は
、
『
太
祖
賃
録
』

巻

一
五

一
、　
洪
武

一
六
年
正

月
キ
来
の
際
に
、

以
雲
南
所
層
鳥
撒
烏
蒙
亡
部
三
府
隷
四
川
布
政
使
司
。

と
あ
る
よ
う
に
、
烏
撤

・
烏
蒙

・
亡
部
を
四
川
布
政
使
司
の
も
と
に

お
い
た
。
さ
ら
に
同
書
、
巻

一
六
二
、
洪
武

一
七
年
五
月
辛
丑
の
傑

に
は
、割

雲
南
東
川
府
隷
四
川
布
政
使
司
。
改
鳥
撒
鳥
蒙
き
部
角
軍
民

府
、
而
定
真
賦
税
。

と
あ
り
、
東
川
府
も
四
川
布
政
使
司
の
も
と
に
お
い
て
い
る
。
こ
の

烏
撤

・
烏
蒙

・
き
部

・
東
川
を
雲
南
か
ら
四
川
に
改
隷
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
『
天
下
郡
囲
利
病
書
』
第
三
二
冊
、
鳥
撒
衛
志
は
、

洪
武

一
五
年
、
征
南
将
軍
頴
川
侯
縛
友
徳
以
烏
撤
烏
蒙
亡
部
東

川
四
府
地
近
四
川
、
奏
改
隷
四
川
布
政
使
司
。
徒
之
…
…
本
衛

地
方
接
連
雲
南
通
省
皆
西
南
夷
地
。
今
中
囲
所
以
能
通
雲
南
、

享
彼
貢
賦
之
利
者
、
以
有
貴
州
東
西
両
路
耳
。
洪
武
間
以
西
路

鳥
撒
烏
蒙
東
川
亡
部
四
軍
民
府
及
東
路
普
安
州
倶
層
雲
南
。
蓋

未
之
深
思
耳
。
何
也
。
東
路
普
安
州
之
盤
江
、
西
路
烏
撤
之
七

星
開
河
皆
入
演
門
戸
。
洪
流
巨
浸
、
誠

一
夫
営
開
、
高
夫
莫
開

之
険
。
高

一
雲
南
有
愛
、
擦
此
二
険
、
是
無
雲
南
実
。
停
頴
川

有
見
。
於
此
奏
以
四
府
改
隷
四
川
。
永
柴
間
又
以
普
安
州
改
隷

貴
州
。
是
撤
雲
南
之
藩
緑
、
政
其
門
戸
、
以
延
中
国
使
節
冠
蓋

条
。
此
守
在
四
夷
之

一
大
端
也
。
原
其
鳥
譲
、
豊

一
世

一
世
之

計
哉
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
き
安
州
盤
江
、
鳥
撒
七
星
開
は

「
一
夫
営
開
、
高
夫
莫
開
之
険
」
で
あ
り
、
こ
の
二
険
に
よ
る
こ
と
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が
雲
南
控
制
の
要
諦
で
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
頴

川
侯
得
友
徳
の
奏
に
よ
り
鳥
撒

・
鳥
蒙

・
東
川

・
亡
部
を
雲
南
よ
り

四
川
に
改
隷
し
、
普
安
を
貴
州
に
改
隷
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
明
朝
は
、
洪
武

十
六
―
七
年
に
雲

・
貴

・
川
交
界
地
で

の
叛
乱
を
鎮
圧
す
る
と
と
も
に
馬
岸
事
件
を
機
に
水
西
宣
慰
使
司
を

明
側
に
と
り
こ
み
、
鳥
触

。
鳥
蒙
等
と
の
き
り
は
な
し
に
成
功
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
烏
撒

・
鳥
蒙

，
東
川
　
亡
部
を
四
川
布
政
使
司
の

も
と
に
属
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雲
南
の
諸
状
況
に
対
応
し
う
る

体
制
を
も
つ
く

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〓
一　
麓
川

の
叛
乱

と
屯
田
政
策

明
朝
は
雲
南
征
服
　
叛
乱
討
伐
を
行
う
な
か
で
、
軍
鋼
の
確
保
に

苦
し
み
、
三
十
万
人
の
大
軍
の
軍
飾
は
常
に
不
足
の
状
況
に
お
か
れ

て
い
た
。
『
六
祖
賃
録
』

巻

一
四
二
、　
洪
武

一
五
年
二
月
乙
亥
の
燦

／
】
キ
小
、上

以
大
軍
征
南
兵
食
不
継
、
命
戸
部
令
商
人
往
雲
南
、
中
納
類

根
以
結
之
。
於
是
戸
部
奏
定
商
人
納
米
給
璽
之
例
。

と
あ
り
、
商
人
に

「納
米
給
璽
」
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
ま
た
同
書
巻

一
四
三
、
洪
武

一
五
年
二
月
丁
丑
の
際
に
は
、

丁
丑
…
…
元
司
徒
平
章
達
里
麻
等
嘗
言
、
元
未
土
田
角
僧
道
及

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

家
右
隠
占
。
今
但
準
元
誉
則
、
於
歳
用
有
所
不
足
。
己
督
布
政

司
顛
賃
雲
南
臨
安
楚
雄
曲
靖
普
安
普
定
鳥
撒
等
衛
及
霧
益
盤
江

等
千
戸
所
見
儲
糧
敷

一
十
八
高
二
千
有
奇
、
以
給
軍
食
、
恐
有

不
足
。
宜
以
今
年
府
州
縣
所
徴
、
井
故
宮
寺
院
入
官
田
及
土
官

供
輸
、
理
商
中
納
、
威
兵
屯
田
之
入
、
以
給
之
。
上
可
其
奏
。

と
み
え
る
。
す
な
わ
ち
雲
南

・
臨
安

・
楚
雄

・
曲
靖

・
普
安

・
普
定

・
烏
撒
等
の
衛
及
び
電
益

。
盤
江
等
千
戸
所
の
現
儲
糧
十
八
万
二
千

石
で
は
軍
食
に
足
ら
な
い
の
で
、
今
年
の
府
州
県
か
ら
徴
す
る
税
糧

を
軍
食
に
あ
て
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
の
直

（
後
箕
鳥
撒

等
の
乱
が
発
生
す
る
が
、
そ
こ
に

「
攻
鳥
撒
諸
国
、
取
糠
鳥
食
」
と

い
う
勅
諭
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
地
で
の
略
奪
を
認
め

た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
同
書
巻

一
四
六
、
洪
武

十
五
年

七
月
己
巳
の
際
に
、

己
巳
…
…
近
得
報
知
、
雲
南
守
禦
諸
指
軍
能
銅
不
足
…
…
然
後

以
東
川
之
兵
、
駐
於
七
星
開
之
南
烏
撤
之
北
中
、
鳥

一
衛
。
其

餃
舗
則
東
川
之
民
給
之
。
若
烏
撒
立
衛
則
令
鳥
撒
之
民
給
之
。

或
七
星
開
、
或
鳥
蒙
、
或
亡
部
、
立

一
衛
、
各
枠
本
土
之
民
給

之
。
自
永
寧
以
南
至
七
星
開
中
鳥

一
衛
、
令
禄
照
黎
子
等
畳
給

之
。
皆
停
鋭
飾
顔
足
。

と
あ
る
よ
う
に
、
立
衛
し
た
場
合
に
は
、
現
地
に
お
い
て
威
足
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
叛
乱
討
伐
中
の
こ
と
と
は

い
え
、
軍
飾
問
題
の
解
決
は
、
略
奪
も
含
め
て
現
地
で
の
調
達
に
た

・！！！！
…
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よ
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

『
雲

南
機
務
抄
黄
』
洪
武

十
六
年
七
月

十
二
日
の
勅
諭
に
は
、

侵
使
曲
靖
所
下
種
子
八
百
餘
石
、
骸
種
得
糧
不
適
収
橋
八
千
餘

石
。
止
得
四
千
餘
米
。
以
守
禦
軍
士
、
毎
軍

一
月
約
用
三
斗
、

給
之
不
満
四
月
。
自
八
月
食
新
糧
起
、
至
十

一
月
終
、
糧
蓋
臭
。

欲
明
年
夏
変
、
尚
有
六
箇
月
、
無
糧
相
接
、
未
審
那
軍
以
何
充

腹
。

と
あ
り
、
冒
へ
祖
賃
錬
」

巻

一
六
三
、　
洪
武

一
七
年
七
月
甲
寅
の
際

に
は
、甲

寅
‥
…
先
是
上
謂
戸
部
臣
日
。
最
角
雲
南
敷
生
退
繁
、
命
将

討
之
。
今
其
地
己
平
、
悉
入
編
籍
。
然
兵
多
民
少
、
糧
飾
不
給

と
み
え
る
。
洪
武

一
六
２
七
年
に
い
た

っ
て
も
軍
鋼
不
足
の
状
況
は

解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
洪
武

一
八
年
四
月
に
は
、

麓
川
平
緬
軍
民
宣
慰
使
思
倫
菱
が
景
東
に
入
寇
す
る
。
こ
の
た
め
明

は
軍
飾
問
題
と
と
も
に
、
雲
南
西
南
部
に
お
け
る
叛
乱

へ
の
対
応
に

せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

思
倫
菱
は
洪
武

一
五
年
間
二
月
、
明
朝
の
も
と
に
来
帰
す
る
の
で

あ
る
が
、
当
時
す
で
に
強
大
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

方
図
輪
の

『
雲
南
史
料
目
鎌
概
説
』
第

一
冊
四
七
七
―
九
頁
に
載
せ

ら
れ
て
い
る

『
麓
川
思
氏
譜
牒
』
に
よ
る
と
、

思
可
法
在
位
四
年
、
築
域
於
者
閑
遷
層
之
。
又
四
年
、
警
名
大

震
、
天
朝
及
綱
句
両
路
宋
攻
…
（
能
克
、
各
退
去
。
是
時
思
可

法
年
四
十
五
成
。
因
天
朝
及
緬
句
攻
者
開
、
失
敗
退
去
。
隣
近

諸
小
囲
聞
之
、
相
率
補
臣
納
貢
者
、
星
谷

・
景
線

・
景
老

ヽ
整

道

・
整
東

・
景
洪

・
白
古
諸
地
ｃ

と
あ
り
、
思
可
法

（倫
較
の
租
父
）
の
時
に
、
そ
の
勢
力
は
雲
南
西

・
南
部
か
ら
ビ
ル
マ
・
タ
イ
に
ま
で
及
び
、
独
立
し
た
政
治
秩
序
を

形
成
し
て
い
た
。
ま
た

『
雲
南
機
務
抄
黄
』
洪
武

一
六
年
六
月
二
七

日
の
際
に
は
、

雲
南
老
人
皆
説
。
死
可
伐
地
方
三
十
六
路
、
元
朝
時
都
設
宮
。

後
被
国
人
事
其
地
、
己
四
十
年
巳
。
近
因
雲
南
大
理
不
和
、
其

畳
又
侵
楚
雄
西
南
邊
遠
幹
威
遠
二
府
。
梁
王
無
力
克
復
、
至
今

畳
占
。

と
み
え
、
元
未
明
初
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。
雲
南
だ
け
に
か
ぎ

っ

て
み
る
と
、
元
の
梁
王
、
大
理
の
段
氏
と
と
も
に
雲
南
を
三
分
す
る

ほ
ど
の
勢
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
麓
川
の
思
氏
は
、
明
に
帰
属
し
た
と
は
い
え
、
従
来
の
勢

力
を
保
持
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

思
倫
費
の
景
東
侵
寇
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
戦
い
に

お
い
て
、
土
宮
知
府
俄
陶

・
千
戸
王
昇
が
戦
死
し
、
明
は
敗
北
し
て

い犠ば帆嚇嶋焼卯鋭鞠放醐卵舶軸脚あ（へ蛇耽摯一す犠ば岬嚇に

南
部
の
東
川

・
亡
部
に
ま
で
叛
乱
は
拡
が

っ
て
い
く
。
『
雲
南
機
務

―- 90 -一- 9 1 -

抄
黄
」
に
よ
る
と
、

該
洪
武
二
十

一
年
二
月
初
十
日
、
本
府
威
都
督
王
誠
等
於
奉
天

門
、
早
朝
欽
奉
聖
旨
。
右
軍
差
舎
人
前
去
播
州
水
西
烏
撒
鳥
蒙

這
益
尋
旬
建
昌
武
定
馬
湖
各
土
官
庭
説
知
、
禄
肇
不
肯
営
差
、

亡
部
東
押
典
白
夷
私
通
、
己
差
阿
奴
、
亦
結
暗
地
往
末
…
…

と
あ
り
、
亡
部

。
東
川
は
白
夷

（麓
川
）
と
ひ
そ
か
に
通
じ
て
お
り
、

阿
奴
な
る
者
を
つ
か

つ
し
て
盟
約
を
結
び
、
秘
密
裡
に
交
渉
を
も

っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
同
書
に
、

我
毎
行
遠
路
、
或
毎
自
種
自
喫
着
、
修
営
薬
成
家
。
在
東
川
亡

部
地
面
上
、
請
白
夷
十
高
二
十
高
軍
末
、
東
川
亡
部
納
典
他
人

糧
象
馬
草
糧
、
興
我
毎
戦
。
俺
的
差
較
不
営
、
白
夷
差
較
却
営
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
川

ヽ
亡
部
は
麓
川
の
た
め
に
、
人

糧
等
を
お
さ
め
、
明
と
戦

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
麓
川
恩
倫
較

の
乱
は
、
雲
南
西
南
部
よ
り
四
川
南
部
に
ま
で
拡
大

・
連
動
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
思
倫
校
は
、
洪
武
二

一
年
正
月
の
馬
龍
他
郎
旬
で
の
敗

北
、
二

十
年
二
月
の
定
辺
決
戦
で
の
敗
北
に
よ
り
、
急
速
に
勢
力
を

表
退
さ
せ
て
い
く
が
、
亡
部

，
東
川
の
叛
乱
は
雲
南
東
部

へ
と
拡
大

す
る
。
と
り
わ
け
越
州
知
州
阿
資
は
洪
武
二

十
年
九
月
に
起
乱
し
て

よ
り
洪
武
二
八
年
正
月
に
い
た
る
ま
で
、
断
続
的
に
叛
乱
を
継
続
し

（・４
）

て
い
く
。

さ
て
明
朝
は
、
麓
川
の
叛
乱
が
、
四
川
南
部
の
亡
部

‘
東
川
の
叛

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

乱
に
連
動
し
て
い
た
洪
武
二
〇
―
二

一
年
に
か
け
て
、
雲
南
各
地
に

屯
田
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
『
太
祖
賃
鎌
』

巻

一
七
八
、　
洪
武

一
九

年
九
月
庚
申
の
際
に
、

庚
中
、
西
平
侯
沐
英
奏
。
雲
南
土
地
甚
貰
。
而
荒
蕪
居
多
、
宜

置
屯
田
、
令
軍
士
開
耕
、
以
備
儲
侍
。
上
諭
戸
部
巨
国
。
屯
田

之
政
、
可
以
紆
民
力
、
足
兵
食
。
邊
防
之
計
、
莫
善
於
此
。

と
み
え
る
如
く
、
屯
口
策
は
沐
英
の
建
議
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
目
的
は

「辺
防
之
計
」
と

「兵
食
」
を
足
ら
し
む
る
こ

と
に
あ

っ
た
。
こ
の
期
に
お
け
る
雲
南

へ
の
屯
口
に
関
す
る
記
述
を

『
大
祖
賃
録
』
よ
り
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

洪
武
二
〇
年
八
月
癸
画
の
條

詔
景
川
侯
曹
震
及
四
川
都
指
揮
使
司
、
選
精
兵
二
高
五
千
人
、

給
軍
器
農
具
、
即
雲
商
品
句
之
地
屯
種
。

洪
武
二
〇
年
九
月
辛
巳
の
際

命
西
平
侯
沐
英
、
籍
都
督
朱
銘
磨
下
軍
士
無
妻
季
者
、
置
営
以

処
之
。
令
諭
徒
指
揮
千
百
戸
鎮
撫
管
領
、
自
楚
雄
至
景
東
毎

一

百
里
置

一
管
、
屯
種
以
備
重
寇
。

洪
武
二
〇
年

一
〇
月
丙
寅
の
篠

丙
寅
、
長
興
侯
敢
妬
文
率
快
西
軍
三
高
三
千
人
、
往
雲
南
、
屯

種
聴
征
。

洪
武
二
〇
年

一
一
月
壬
午
の
條

壬
午
、
命
普
定
侯
陳
桓
靖
寧
侯
葉
昇
往
雲
南
、
紹
制
諸
軍
、
千

一
章

す

１

ま

承

ゴ

柱

ｉ
算

留

■
鉢

■
苦

母

塩

霞

母

獣

科

「
妻

配

車

玉

邑

馬

目

増

ま

品
辞

ｔ

出

，

■

車

■
汽

増

ｔ

ｔ

ｉ

卓

≡
Ｌ



明
初
の
雲
貴
対
策

（小
林
）

埼
―
ノ

図 I 洪武20、21年にかけての屯田・営 ・堡 の設置

貴  州

雲   南

「
~]t田 ・営 !“|の設置した地域

―- 92 -一- 93 -

定
邊
跳
安
等
庭
、
立
管
屯
種
、
以
農
隙
征
進
。
既
又
命
桓
等
領

兵
屯
田
子
畢
節
等
衛
。

洪
武
二
〇
年

一
二
月
丁
巳
の
候

丁
巳
、
遣
前
城
門
郎
石
肇
往
雲
南
、
諭
西
平
侯
沐
英
等
、
自
永

寧
至
大
理
、
毎
六
十
里
設

一
堡
、
置
軍
屯
田
、
兼
令
往
末
逓
送

以
代
駅
俸
。
子
是
自
由
靖
火
勿
都
至
雲
南
前
衛
易
龍
設
堡
五
。

自
易
龍
至
雲
南
右
衛
黒
林
子
設
堡
三
。
自
黒
林
子
至
楚
雄
離
豊

設
堡
四
。
自
離
豊
至
輝
海
衛
普
湖
設
堡
七
。
自
普
湖
至
大
理
趙

州
設
堡
二
。
自
由
州
至
徳
勝
開
設
堡
二
。
人
経
便
電
。

以
上
の
記
述
を
地
図
上
に
略
示
す
る
と
図
Ｉ
の
如
く
な
る
。
こ
の

図
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
は
、
大
理

・
定
辺

・
景
東
と
い
う
麓
川
へ
の

要
衝
に
管
　
堡
や
屯
国
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
レ
か
も
そ
れ
は
、
鳥
撒

・
鳥
蒙

・
東
川

・
亡
部
と
麓
川
と
の
間

を
切
断
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
洪
武
二
〇
年
を

境
と
し
た
時
期
に
、
屯
田

・
螢

・
堡
が
設
置
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、

麓
川
の
雲
南
侵
入
に
対
す
る
防
禦
、
四
川
南
部
と
麓
川
と
の
切
断
な

ど
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
故
に

「
邊
防
之
計
、
莫
善

於
此
」
と
か
、
「
以
侯
征
討
十

「
以
備
畳
遣
」
等
の
記
述
が
な

さ

れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
雲
南
機
務
抄
黄
』
に
は
、

独
麓
川

一
隅
、
始
則
酔
侮
於
金
歯
。
諸
矯
莫
不
憤
院
、
欲
行
期

滅
。
朕
不
忍
再
劣
軍
士
、
故
不
加
詠
、
姑
容
納
款
。
彼
乃
弗
遵

撃
教
、
潜
納
有
罪
人
角
邊
患
。
朕
遂
命
精
帥
、
浴
退
屯
種
、
以

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

鎮
邊
鍾
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
麓
川
対
策
と
し
て
屯
田
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
う
る
。
こ
う
し
て
屯
田
を
開
設
し
て
い
っ
た

結
果
、
『
太
祖
賃

録
』
洪
武
二

一
年

一
〇
月
壬
寅
の
係

に
は
、
「
雲
南
新
附
官
民
軍
士

田
根
馬
牛
之
敷
」
と
し
て

「
口
四
十
三
高
四
千
三
十
六
畝
」
と
記
し

て
い
る
が
、
洪
武
二
五
年
に
、
そ
の
額
は
百
高
鉄
畝
に
も
達
し
て
い

（‐５
）

去
／」
。こ

う
し
て
麓
川
蜜
の
景
東
攻
略
に
は
じ
ま
り
、
四
川
南
部
の
亡
部

東
川
等
が
呼
応
し
た
大
叛
乱
は
、
明
朝
の
雲
南
に
お
け
る
屯
田
開
設

を
導
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
螢

・
堡
の
設
置
や
軍
屯

の
実
施
に
よ

っ
て
、
四
川
南
部
と
麓
川
と
を
分
断
す
る
と
同
時
に
、

恒
常
的
軍
飾
不
足
の
状
況
を
も
打
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

居
住
民
の
大
多
数
が
少
数
民
族
で
あ
る
と
い
う
雲
南

へ
の
、
こ
う
し

た
軍
屯
を
と
お
し
て
の
移
民
政
策
は
、
明
朝
の
勢
力
基
盤
を
形
成
す

る
上
で
も
重
要
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
と
も
あ
れ
、
明
朝
は
こ
れ
に

よ
っ
て
四
川
南
部
と
麓
川
を
分
断
し
、
そ
の
勢
力
を
抑
え
込
む
こ
と

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
麓
川

の
衰
退
と
木
邦

の
役
割

明
に
敗
れ
た
思
倫
較
は
、
そ
の
矛
先
を
八
百

・
緬
旬

へ
と
む
け
た
。
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綱
句
王
の
卜
刺
浪
は
、
明
に
使
い
を
道
わ
し
、
二
度
に
わ
た

っ
て
思

（・５
）

倫
較
の
侵
寇
を
訴
え
た
。
こ
の
た
め
朱
元
算
は
、
洪
武
二
九
年
二
月
、

（
・７
）

李
思
聴

・
銭
古
訓
の
二
人
を
柄
句
及
び
麓
川
に
派
遣
し
た
。
こ
の
結

果
は

「由
足
二
図
、
羅
兵
和
好
」
と
み
え
る
。
ま
た
思
倫
較
は

「
巨

（
・９
）

子
見
君
之
薩
」
を
行

っ
て
二
人
を
歓
待
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
思

倫
変
の
対
応
は
、　
一
方
で
領
上
の
拡
大
を
意
図
し
て
い
る
と
は
い
っ

て
も
、
実
際
に
は
彼
の
威
信
低
下
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ

れ
を
示
す
か
の
よ
う
に
李

・
銭
二
名
が
麓
川
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、

（
２。
）

部
下
の
刀
幹
孟
が
思
倫
変
に
叛
乱
を
お
こ
し
た
。
思
倫
変
は
麓
川
か

ら
沐
本
の
も
と
へ
と
の
が
れ
、
つ
い
で
商
京
に
い
施
が
。
朱
元
茸
は

思
倫
較
を
閉
れ
み
、
沐
春
を
征
虜
前
揺
軍
と
し
て
刀
幹
孟
を
討
伐
さ

せ
よ
う
と
す
る
。　
一
方
刀
幹
孟
も
沐
春
を
つ
う
じ
て
明

へ
の
朝
貢
及

び
土
官
の
職
を
う
け
る
こ
と
を
願
い
出
る
。
明
朝
と
い
う
巨
大
な
勢

力
を
中
に
は
さ
ん
で
、
思
倫
較
と
刀
幹
孟
と
の
争
い
が
展
開
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。
「し南
夷
書
」
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
明
の
対

応

チを
、

西
平
侯
以
聞
。
詔
命
三
司
議
。
按
察
司
以
鳥
伊
勤
兵
速
陥
、
講

英
之
。
布
政
司
詰
待
其
弊
而
乗
之
。
都
司
以
鳥
彼
既
受
命
角
宜

慰
。
争
而
不
仙
無
恩
。
乱
而
不
冶
則
無
威
ｃ
営
鳥
抜
出
、
然
後

以
兵
納
之
。
朝
廷
足
都
司
試
。

と
記
し
て
お
り
、
思
倫
奏
を
助
く
べ
し
と
す
る
都
指
揮
使
史
の
案
が

採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
洪
武
三

十
年
五
月
、
西
平
侯
沐
春

と
刀
幹
孟
と
の
間
に
戦
間
が
展
開
さ
れ
、　
つ
い
に
都
督
何
種
に
刀
幹

崎
わ
端
」
侮
効
韓
棄
韓
萌
確
側
が
却
，輛
線
切
麓
川
帰
還
が
実
現
す
る
。

雲
南
西
部
を
中
心
に
し
て
周
辺
の
篠
族
居
住
地
域
を
支
配
し
た
度

川
平
禍
軍
民
宣
慰
使
司
も
、
こ
う
し
て
明
と
の
戦
争
に
よ
る
敗
北
、

内
紛
に
よ
る
思
倫
較
の
逃
亡
と
明
軍
の
力
を
背
景
に
し
た
麓
川

へ
の

帰
送
と
い
う
事
実
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、　
一
挙
に
そ
の
勢
力
を
失

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

永
染
帝
は
、
「靖
難
」
の
後
、　
麓
川
の
衰

恕
確
鞠
取
す
呼
⑩
坂
卿
帥
妻
め
鞠
↓
一
勅
確
離
一
調
養 ．
劇
木 ．
嬢

・ 官
繭

定
の
三
府
、
威
遠

・
鎖
況
の
二
州
が
設
置
さ
れ
、
永
築
元
年
正
月
に

は
、
者
架
句

・
大
候

・
干
崖

・
潟
句

・
溢
江
の
五
長
宮
司
が
設
置
さ

れ
た
。
ま
た
永
架
四
年
四
月
に
は
孟
蓮
長
官
司
を
新
設
し
て
雲
市
都

司
の
も
と
に
お
い
て
い
る
。
さ
ら
に
永
架
六
年
四
月
に
は
促
瓦
長
官

司

・
故
金
長
官
司
の
設
置
も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
土
司
の
新
設

に
よ

っ
て
麓
川
平
和
軍
民
宣
慰
使
司
の
支
配
領
域
は
、
思
可
較

・
思

倫
菱
の
時
に
形
成
さ
れ
た
広
大
な
領
域
よ
り
み
る
と
、　
一
挙
に
こ
れ

を
縮
少
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

明
王
朝
の
使
川
対
策
は
、
そ
の
債
上
分
割
――
新
土
司
の
設
置
に
と

ど
ま
ら
な
か

っ
た
。
木
邦
府

，
孟
差
府
は
永
架
二
年
六
月
に
軍
民
主

慰
使
司
と
な
り
、
従
川
平
緬
軍
民
宣
慰
使
司
と
同
じ
宮
位
を
得
る
の
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緬
軍
民
宣
慰
使
司
の
地
を
分
割
し
て
新
設
し
た
土
司
の
睡
進
は
、
相

対
的
に
麓
川
の
地
位
の
低
下
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

永
架
二
年
に
は
木
邦

・
孟
養
に
よ
る
麓
川
侵
入
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
、

つ
い
に
は

『
大
宗
賃
鉄
』
巻
八
二
、
永
築
六
年
八
月
己
丑
の
際
に

時
園
公
沐
晟
言
。
麓
川
平
緬
所
隷
孟
外
陶
孟
土
官
刀
奏
孟
之
地
、

角
頭
目
刀
辞
孟
侵
振
。
話
命
宣
慰
使
思
行
較
諭
刀
辞
孟
、
踊
所

侵
地
。
徒
之
。

と
み
え
る
如
く
、
麓
川
内
部
に
お
け
る
領
土
争
い
ま
で
ひ
き
お
こ
す

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
の
雲
南
西
部
及
び
そ
の
周
辺
支
配
に
重
要
な
役
割

を
は
た
し
た
の
が
、
木
邦
軍
氏
宣
慰
使
司
の
牢
氏
で
あ

っ
た
。
。
洪

武
三
五
年

十
二
月
、
木
邦
府
が
設
置
さ
れ
、
竿
的
法
が
知
府
に
任
命

さ
れ
る
と
、
明
の
勢
力
を
背
景
と
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

『
大
宗
貫
鉢
』
巻
十
九
、
永
楽
元
年
四
月
甲
寅
の
際
に
は
、

賜
金
歯
上
官
百
戸
江
用
抄

一
百
錠
、
練
幣
四
表
裏
。
初
麓
川
平

細
宣
慰
司
土
壱
思
倫
致
卒
。
其
頭
日
午
的
法
擦
木
邦
相
仇
殺
。

銀
守
雲
南
西
平
侯
沐
旗
遣
用
招
安
。
故
賞
之
。

と
あ
り
、
度
川
と
事
を
構
え
て
い
た
竿
的
法
を
招
安
し
た
状
況
が
記

さ
れ
て
い
る
。
一「大
宗
賃
錬
」
巻
三
〇
、　
永
突
二
年
四
月
癸
未
の
條

イ
」
斗
ふ

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

癸
未
、
麓
川
平
緬
和
旬
諸
宣
慰
司
井
木
邦
孟
養
府
土
官
、
一供
遣

人
末
朝
貢
方
物
。
各
賜
之
抄
幣
。
時
麓
川
平
緬
宣
慰
使
司
行
較

所
遣
頭
目
刀
門
頼
訴
孟
養
木
邦
敷
侵
其
地
。
薩
部
臣
言
宜
以
孟

養
木
邦
貢
使
付
法
司
、
正
其
罪
。
庶
畳
夷
知
曜
不
敢
侵
越
隣
境
。

上
国
蜜
夷
相
攻
奪
、
自
昔
有
之
。
執

一
二
罪
之
、
未
足
以
革
其

俗
。
且
事
曲
直
未
明
。
而
遂
罪
其
朝
貢
之
使
、
蔽
温
遠
人
署
化

之
心
。
可
令
西
平
侯
遣
人
諭
之
。

と
あ
り
、
麓
川

へ
の
木
邦

・
孟
養
の
侵
攻
を
記
し
て
い
る
。
永
柴
帝

は

「可
令
西
平
侯
遣
人
諭
之
」
と
い
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
他
の
具
体

的
手
段
を
講
じ
な
い
ば
か
り
か
、
ニ
ケ
月
後
に
は
、
木
邦

・
孟
養
を

軍
民
宣
慰
使
司

へ
と
昇
進
さ
せ
て
」
犯
。
木
邦

・
孟
養
と
も
麓
川
の

西
方
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
、
麓
川
を
明
と
木
邦

・
孟
養
と
で
東
西

か
ら
は
さ
む
か
た
ち
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
状
況
か
ら
考
え
る

と
、
永
築
帝
は
木
邦

・
孟
養
に
麓
川
牽
制
の
役
割
を
に
な
わ
せ
た
も

の
の
よ
う
で
ぁ
る
。

木
邦
の
役
割
は
、
麓
川
対
策
に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
。
永
架
二
年

五
月
、
永
築
帝
は
八
百
大
旬
軍
民
宣
慰
使
司
の
地
を
分
割
し
て
、
八

百
者
乃
軍
民
宣
慰
使
司
を
設
置
し
、
使
臣
と
し
て
員
外
郎
左
洋
を
派

辻
す
理
。

っ
い
で
八
月
、
内
官
楊
上
を
孟
定

・
孟
養

・
木
邦

・
従
川

・
車
里

・
八
百

・
老
拠
等
に
派
避
す
る
が
、
八
百
大
句
は
こ
の
楊
遠

の
進
路
を
阻
む
と
い
う
行
動
に
で
一犯
。
こ
の
腸
車
阻
通
事
件
に
対
し
、

永
架
帝
は
永
柴
三
年
七
月
討
伐
命
令
を
出
す
。
こ
の
命
を
う
け
て
、
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明
初
の
雲
貴
対
策

（小
林
）

『
太
宗
賃
録
』
巻
四
九
、
永
染
三
年
十
二
月
戊
辰
の
際
に
は
、

成
辰
、
鎮
守
雲
南
西
平
侯
沐
晟
奏
、
奉
命
率
師
及
車
里
諸
宣
慰

兵
、
至
八
百
境
内
、
破
其
猛
利
石
匡
及
者
答
二
案
、
又
至
整
線

案
。
木
邦
兵
破
其
江
下
等
十
餘
案
。
八
百
恐
曜
、
遣
人
詣
軍
門
、

陳
詞
伏
罪
。

と
あ
る
よ
う
に
、
車
里

・
木
邦
等
が
八
百
征
討
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
木
邦
は
東
北
部
の
麓
川
の
み
な
ら
ず
、
南
東
部
の
八
百

大
旬
に
対
し
て
も
明
の
意
向
に
そ
っ
て
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
木
邦
は
さ
ら
に
緬
旬
宣
慰
使
司
と
の
間
に
も
事
を
か
ま

え
て
い
く
。
『
太
宗
賃
録
』

巻
九
四
、　
永
架
七
年
七
月
丙
申
の
際
に

は
、

木
邦
軍
民
宣
慰
使
司
宣
慰
使
牢
賓
奏
遣
頭
目
陶
孟
刀
不
答
等
四

十
人
、
貢
象
馬
金
銀
器
、
謝
裏
職
恩
。
又
追
陶
孟
刀
不
答
等
奏

日
、
緬
旬
宣
慰
使
那
羅
塔
敷
誘
竿
賓
菱
背
叛
朝
廷
。
響
賓
較
自

念
受
園
厚
恩
、
不
敢
徒
逆
。
己
力
拒
之
。
若
天
兵
下
臨
、
竿
賓

奏
営
効
微
努
。
上
嘉
其
忠
、
造
中
官
徐
亮
賛
勅
努
宰
賓
妻
日
、

朕
即
位
以
来
、
爾
父
能
堀
誠
効
職
、
恭
事
朝
廷
、
撫
治

一
方
、

人
蔵
得
所
。
朕
久
嘉
之
。
今
爾
能
連
父
之
行
略
守
臣
節
。
又
能

力
拒
那
羅
塔
不
義
之
言
、
尤
見
爾
之
忠
誠
。
那
羅
塔
以
裏
爾
之

地
懐
心
不
蔵
。
朕
久
聞
之
、
所
未
忍
遠
加
兵
者
、
恐
傷
及
良
善
。

己
遣
人
諭
之
、
伸
改
週
自
新
。
如
冊
不
俊
、
即
命
揺
出
師
、
由

海
道
末
、
爾
厳
整
士
馬
、
由
陸
路
進
、
小
醜
不
足
平
也
。
嘉
爾

之
誠
、
特
遣
中
官
徐
亮
、
往
論
朕
意
、
並
賜
爾
白
金
三
千
雨
、

錦
綺
二
百
表
裏
、
爾
祖
母
母
妻
織
金
文
綺
秒
羅
各
五
十
匹
。
爾

其
益
篤
忠
誠
、
以
嗣
前
人
休
烈
、
欽
哉
。

と
あ
り
、
木
邦
は
緬
旬
か
ら
の
叛
明
の
誘
い
を
拒
絶
し
た
ば
か
り
か
、

永
架
帝
に
そ
の
内
容
を
訴
え
、
緬
旬
討
伐
の
尽
力
を
申
し
出
て
い
る

の
で
あ
る
。　
こ
の
後
、
『
大
宗
賃
錬
』
巻

一
四
二
、　
永
架

一
一
年
八

月
乙
亥
の
際
に
は
、

乙
亥
、
木
邦
軍
民
宣
慰
使
宰
賓
法
遣
頭
目
刀
不
答
等
、
以
所
獲

価
旬
土
官
那
羅
答
象
馬
諸
物
末
感
。
初
那
羅
塔
不
連
朝
命
、
侵

骸
孟
養
之
地
。
牢
賓
法
請
以
夷
兵
討
之
。
上
許
之
。
宰
賓
法
遣

頭
目
刀
散
孟
等
、
攻
破
緬
旬
域
案
二
十
餘
虎
、
多
所
殺
獲
、
寿

獲
其
象
馬
諸
物
。
至
是
悉
献
京
師
。

と
み
え
て
お
り
、
緬
匈
の
孟
養
侵
拠
に
さ
い
し
、
木
邦
が
出
兵
し
て

緬
旬
を
敗
り
、
そ
の
戦
利
品
を
明
に
献
じ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
緬

旬
の
側
で
は
、
こ
う
し
た
木
邦
の
軍
事
行
動
に
対
し
て
、
永
架

一
二

年
一
境
（
月
敢
弥
抑
つ
崚
弥
講
姉
“
晦
李
。
　

は
逆
に

「
使
脩
好
邪
境
、

以
上
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
木
邦
の
周
辺
諸
土
司
に

対
す
る
軍
事
行
動
は
、
単
に
互
い
の
勢
力
争
い
と
の
み
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
は
明
の
意
向
の
も
と
に
行
わ
れ
た
木
邦
の
軍
事
行
動

は
、
明
の
雲
南
支
配
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
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雲
南
西
　
南
方
面
に
設
置
さ
れ
た
軍
民
宣
慰
使
司
は
、
そ
れ
ぞ
れ

大
勢
力
を
有
し
て
い
た
た
め
、
よ
り
強
大
化
し
、
領
域
の
拡
大
を
は

か

っ
て
、
明
の
支
配
領
域
に
侵
入
す
る
と
い
う
状
況
も
あ
り
え
た
。

直
接
的
侵
入
に
対
し
て
は
、
衛
所
の
兵
に
よ
っ
て
守
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
よ
り
積
極
的
防
禦
策
を
と
る
と
す
れ
ば
、
巨
大
勢
力
の
出
現

を
阻
止
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
勢
力
を

端
巾
争
雌
『
”
邦
翔
孝
勲
帥
れ
↓
ヤ範
い
イ
翻
地
ま ．
樺
抑
明 ．
痢
葬
嫌
中
、

も
と
に

一
勢
力
を
創
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
周
辺
詰
土
司
に

に
ら
み
を
き
か
せ
た
の
で
あ
る
。
木
邦
軍
員
宣
慰
使
司
の
設
立
と
そ

の
軍
事
行
動
は
、
こ
う
し
た
明
の
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
本
邦
は
、
明
の
出
先
機
関
的
役
割
を
は
た
し
、
明
に

対
し

「
益
篤
忠
誠
」
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
己
の
勢
力
拡
大
に
利
用

し
て
、　
一
大
勢
力
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

十二
、　　ふわ

本
稿
に
お
い
て
は
、
雲
貴
川
交
界
地
及
び
雲
南
西
南
方
面
に
対
す

る
明
初
の
諸
対
策
を
、
時
間
の
経
過
に
し
た
が

っ
て
通
観
し
た
。
明

朝
は
、
衛
所
の
設
置

・
軍
屯
の
導
入

・
行
政
機
構
の
設
置
等
に
よ
っ

て
、

こ
の
地
に
支
配
権
を
及
ぼ
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

各
地
に
お
い
て
自
律
的
秩
序
を
有
し
て
い
た
諸
民
族
を
支
配
す
る
に

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
及
び
明
朝
の
支
配
力
の
浸
透
の
度
合
に

応
じ
た
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
朝
は
、
雲
貴
川
交
界
地
に
対
―
夕を

は
、
貴
州
西
部
に
大
勢
力
を

有
し
た
貴
州
水
西
宣
慰
使
司
を
烏
撒
Ｔ

鳥
蒙

・
東
川

・
亡
部
と
き
り

は
な
し
、
明
朝
側
に
と
り
こ
む
政
策
を
と

っ
た
。
水
西
宣
慰
使
義
黎

が
、
こ
の
地
の
名
族
と
し
て
大
勢
力
を
有
し
て
い
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
も
雲
南
支
配
の
成
否
を
決
定
す
る
程
の
重
要

性
を
も

っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
流
官
支
配
の
導
入
を

は
か

っ
た
部
将
馬
岸
を
処
罰
す
る
の
と
ひ
き
か
え
に
、
貴
州
西
部
の

安
定
と
駅
道
の
開
設
と
を
約
束
さ
せ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
流

官
支
配
地
と
し
て
不
安
定
な
状
況
に
お
く
よ
り
も
、
水
西
を
明
に
と

り
こ
み
、
そ
の
支
配
力
に
よ
っ
て
こ
の
地
を
安
定
さ
せ
た
ほ
う
が
有

利
で
あ
る
と
の
判
断
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
雲
南
西
南
部
か
ら
ビ
ル
マ
・
タ
イ
に
い
た
る
大
勢
力
を
有

し
て
い
た
麓
川
に
対
し
て
は
、
軍
屯
に
よ
っ
て
四
川
南
部
と
の
結
合

を
分
断
す
る
と
と
も
に
、
思
倫
費
の
死
を
機
に
そ
の
領
土
を
分
割
し
、

多
く
の
上
司
を
新
設
し
て
勢
力
削
減
を
は
か

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ょ

り
積
極
的
に
、
親
明
勢
力
と
し
て
の
木
邦
を
設
置
し
、
麓
川
牽
制
な

ら
び
に
、
諸
土
司
の
反
明
行
動
の
阻
止

・
軍
事
討
伐
に
あ
た
ら
せ
て

い
る
。
諸
土
司
間
に
勢
力
均
衡
の
状
況
を
つ
く
り
だ
し
、
互
い
に
対

立
さ
せ
、
相
互
に
不
安
定
な
状
況
に
お
く
こ
と
は
、
辺
境
地
域
に
お

け
る
巨
大
勢
力
の
出
現
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
明
の
直
接

て9

り
に



明
初
の
雲
貴
対
策

（小
林
）

支
配
領
域

へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
地
域
に
よ
る
明
の
少
数
民
族
対
策

の
ち
が
い
に
対
し
、

少
数
民
族

の
側
で
は
、

こ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
永
架
年
間
、
貴
州
東
部

に
お
い
て
は
、
思
州

・
思
南

両
宣
慰
使

の
争

い
を
機

に
、

こ
れ
ら
両
宣
慰
使
司
が
廃
止
さ
れ
、
八

府
四
州

の
設
置
に
よ
る
流
官
支
配
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
流
官
支
配

が
導
入
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
少
数
民
族

の
明

へ
の
対
応
を
合
め
て
、

今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

一江

（
１
）

毛
奇
齢

『蜜
司
合
誌
』
巻
八
、
雲
南

一
は
、
明
初
の
状
況
に
つ
い
て
、

分
製
愛
為
界
。
災
届
郡
縣
、
要
属
囲
煉
。
組
計
夷
漢
、
則
漢
三
夷
七

分
。
計
両
夷
則
変
三
災
ｔ
。

と
記
し
て
い
る
。

（
２
）

思
南
鎮
西
等
虎
宣
慰
使
の
田
仁
厚
は

『
大
祖
賓
鉄
』
巻
二
四
、
呉
元

年
十
月
皮
午
の
係
に

思
州
宣
慰
使
田
仁
厚
遣
其
鎮
撫
田
謹
晋
、
貢
馬
及
方
物
。

と
記
し
て
お
り
、
思
州
宣
慰
使
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）

施
和
金

一
明
代
貴
州
地
方
行
政
建

置

代
年

考

異
」
翁
貴
州
社
会
科

学
」
文
史
者
版

一
九
八
七
第
四
期
）
に
は
、

近
年
楽
、
我
応
巾
華
普
局
之
約
校
点
顧
祖
高
城
著
的
《
讃
史
方
興
紀

要
！Ｙ

　

所
載
明
代
地
行
政
建
置
年
月
与
《
明
史
地
理
志
》
大
有
出

人
、
少
則

一
二
年
、
多
則
十
幾
年
、
両
者
相
差
甚
多
。

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず

『
明
史
』
地
理
志
と

『大

祖
賢
録
』
に
よ
っ
て
設
置
年
代
を
明
示
し
た
。

（
４
）

前
百
拠

・
何
長
風

「
明
代
貴
州
寿
族
傑
出
的
女
政
治
家
容
香
」

翁
貴

州
社
会
科
学
』

一
九
八

一
年
、
第
五
期
、
六
三
頁
）
に
は
、
貴
州
宣
慰

使
司
の
勢
力
範
囲
に
つ
い
て
、

大
概
在
今
貴
州
西
部
、
包
括
現
在
的
大
方

・
幹
西

・
威
寧

・
織
金
等

県

一
帯
、
東
連
今
貴
陽
市
、
西
抵
雲
南
括
益
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

栗
原
悟

「
明
代
葬
族
系
土
司
に
み
ら
れ
る
種
族
連
合
の
紐
帯
」

含
“束

南
ア
ジ
ア
ー
ー
歴
史
と
文
化
―
―
』
ｍ
ｌｌ
、　
一
九
八
二
）

一
〇
九
頁
に

は
、雲

南
東
北
部
よ
り
貴
州
西
北
な
ら
び
四
川
西
南
部

一
帯
に
分
布
す
る

イ
族
即
ち
ノ
ス
と
自
称
す
る
黒
イ
集
団
は
、
水
西
安
氏
を
中
心
と
し

た
種
族
的
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
各
地
に
拠

っ
た
こ
れ

ら
集
団
の
首
長
た
ち
の
間
で
同

一
祖
を
伝
承
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
首

長
た
ち
は
明
代
に
な
る
と
各
々
土
司
職
に
つ
い
て
い
る
事
実
が
指
摘

さ
れ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
　

『
大
祖
賃
録
』
巻

一
四
六
、
洪
武

一
五
年
七
月
乙
亥
の
係

（
７
）
　

『太
祖
賃
録
』
巻

一
四
人
、
洪
武

一
五
年
九
月
の
係

（
８
）

貴
州
水
西
宣
慰
使
嘉
黎
の
死
は
、
『明
史
』
巻
三

一
六
、
貴
州

土
司

に
よ
る
と
、
容
香
が
朱
元
率
に
馬
鮮
を
訴
え
た
洪
武

一
七
年
よ
り
前
の

事
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
太
祖
賓
録
』
に
よ
る
と
、
巻

一
九
二
、
洪
武

二

一
年
九
月
乙
末
の
係
に

貴
州
宣
慰
使
伍
筈
、
以
錨
其
適
租
、
上
表
謝
恩
、
貢
馬
。

と
あ
る
の
を
最
後
と
す
る
た
め
、
少
く
と
も
洪
武
二

一
年
九
月
ま
で
は

生
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
面
、

『
明
史
』
に
し
た

- 98 -一
- 99 -

が
う
こ
と
に
す
る
ｃ

（
９
）
　

一）大
祖
賃
録
』
巻

一
四
二
、
洪
武

十
五
年
二
月
突
ョｉ
の
係

（
１０
）
　

『
大
祖
賃
録
』
巻

一
四
九
洪
武

一
五
年

一
〇
月
丙
申
の
係

（
１１
）

馬
昨
事
件
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
張
捷
夫

「
関
子
明
初
馬
昨

激
変
水
西
土
司
的
問
題
」
合
】民
族
研
究
』

一
九
八
二
年
、
第

一
期
）
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
】
》
　

『大
祖
貫
録
』
巻

一
四
六
、
洪
武

一
五
年
六
月
丙
成
の
係

（
‐３
）
　

『大
祖
賓
録
』
巻

一
八
六
、
洪
武
二
〇
年

一
〇
月
壬
子
の
係

（
‐４
）
　

『
大
祖
賃
鉄
』
洪
武
二
四
年

一
二
月
辛
巳
の
際
、
洪
武
二
七
年

一
一

月
乙
丑
の
係
に
阿
資
の
叛
乱
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
阿
資
の
叛
乱
は
、
同
書
洪
武
二
八
年
正
月
甲
子
の
係
に
、

百
戸
振
忠
等
需
其
果
、
拍
阿
資
斬
之
、
停
其
其
。
越
州
遂
平
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
洪
武
二
八
年
正
月
に
討
平
さ
れ
て
い
る
。

（
‐５
）
　

『
明
史
』
巻

一
二
六
、
沐
英
伝
。

（
・６
）
　

『大
祖
貫
録
』
巻
二
四
二
、
洪
武
二
八
年

一
〇
月
の
係
、
巻
二
四
四
、

洪
武
二
九
年
二
月
己
丑
朔
の
係
。

（
‐７
）
　

『大
祖
貫
録
』
巻
二
四
四
、
洪
武
二
九
年
二
月
庚
寅
の
係

（
‐８
）

錠
古
訓

『
百
夷
停
』
（江
應
探

『
百
夷
樽
校
注
』

一
三
四
頁
）

（
‐９
）
　

『
百
夷
停
』
揚
砥
　
序
、
（江
應
探

『
百
夷
悟
校
注
』

一
五
四
哀
）

（
２０
）

銭
古
訓

『
百
夷
棒
』
に
は
、

時
古
訓
等
適
遇
百
夷
其
部
下
衝
長
日
刀
幹
孟
若
叛
其
図
、
余
等
以
大

義
、
諭
其
部
衆
。
而
叛
者
聞
之
、
梢
却
。

と
み
え
る
。

（
２．
）

『
太
祖
賃
鉢
』
巻
二
五
五
、
洪
武
三
〇
年
九
月
成
長
の
係
、

十２３２２一　ヤ惑帥葬轍牛雑〓車車一腰献〓∞幹
十二朋強叩”離一及び

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

巻
二
五
六
、
洪
武
三

一
年
二
月
庚
子
の
陳
、

（
２４
）

『太
祖
賓
録
』
巻
二
五
七
、
洪
武
三
一
年
二
月
丁
未
の
係

（
２５
）

喜
田
幹
生

『麓
川
蛮
百
夷
の
叛
乱
に
つ
い
て
」

３
東
南
ア
ジ
ア
ー
ー
ｔ

歴
史
と
文
化
―
―
』
駈
ｌｏ
、　
一
九
八

一
）

一
二
五
頁
に
は
、

周
辺
の
諸
上
司
が
宣
慰
使
司
に
昇
格
さ
れ
或
は
土
着
諸
部
が
新
た
に

府
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
属
地
に
長
官
司
を
新
設
辞
立
さ
せ

て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
最
強
土
司
の
勢
力
を
分
断
し
、
相
互
に
章
制

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
勢
力
の
均
衡
あ
る
い
は
相
殺
を
は
か
ろ
う
と

す
る
明
側
の
意
図
の
下
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２６
）

『大
宗
貿
録
』
巻
四

一
、
永
架
三
年
四
月
甲
中
の
係

（
２７
）

『大
宗
賃
録
』
巻
五
三
、
永
柴
四
年
四
月
己
卵
の
係

（
２８
）

『大
宗
賃
録
』
巻
二
〇

一
、
永
策

一
六
年
六
月
辛
巳
の
係

（
２９
）

『大
宗
賃
録
』
巻
三
二
、
永
築
二
年
六
月
炎
画
の
際

（
３０
）

『
太
宗
貫
録
』
巻
三

十
、
永
築
二
年
五
月
己
巳
の
係

（
３‐
》

『
大
宗
賞
録
』
巻
三
二
、
永
築
二
年
八
月
己
丑
の
に
、

（
３２
）

『
太
宗
賃
録
』
巻

一
四
八
、
永
架

一
二
年
二
月
壬
子
の
係
、

（
３３
）

江
慮
探

『
篠
族
史
』
二
九
〇
頁
に
は
、

這
様
使
篠
族
地
区
成
為
若
干
名
自
為
政
的
封
建
政
権
、
分
化
設
詞
、

互
不
相
属
在
同

一
地
区
内
出
現
多
頭
政
権
斉
存
、
彼
此
対
抗
、
互
相

猫
忌
、
力
量
相
互
抵
消
、
達
割
了
封
建
朝
廷
分
而
治
之
的
目
的
。

と
あ
り
、
同

一
地
域
内
に
多
数
の
上
司
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
互
の
対
立
を
ひ
き
お
こ
し
、
勢
力
を
弱
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

（
一
九
七
二
年
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

・
埼
玉
県
立
行
日
高
等
学
校
教
諭
）


